
　今月は、私が現在コラボレーションしている陶房 心和庵（こよりあん）の中里博彦さんと博恒さんのうつわにスポットを当てたいと思います。
　中里ご兄弟とは、私が昨年、特別審査部門に出展した「東京ドームテーブルウェアフェスティバル」をきっかけに意気投合。

今年の東京ドームでは販売ブースとコンテストブースで中里ご兄弟の作品を展示しました。３月26日からは、
マンハッタン区西57丁目の日本クラブで「中里博彦・中里博恒・大石育子〜作陶展×テーブルコーディネート展」も開催。

ニューヨークの皆さんに心和庵の器を知っていただけるまたとない機会になると思います。

　唐は中国のこと。獅子は百獣の
王、牡丹は百花の王で、縁起の良い
組み合わせといわれています。男
気の象徴ともされ、高倉健さんが
任侠映画の中で背中に背負ったの
も唐獅子牡丹でした。
　獅子は無敵の存在ですが、たっ
た１つ恐れるものがあります。そ
れは獅子の体毛の中に宿り、やが
て孵化して肉に食らいつく寄生虫。しかしこの虫は牡丹の花から滴る夜露に
当たると死んでしまうため、夜のなると獅子は牡丹の花の下で眠るのです。獅
子にとって安住の地は牡丹であることから、「あなたのよりどころはどこです
か？」とのメッセージが込められているといった言い伝えもあります。
　唐獅子牡丹のお皿は、ニューヨーク限定品として日本クラブでの個展にも登
場。数量限定で注文もお受けします。繊細かつ緻密な絵付けは圧巻。ぜひ実物
をご覧ください。

マイセレクションコーナーのディスプレイ監修も担当しました

テーブルウェア・コーディネート部門の入選作品の前で。
写真左から弟の博恒さん、大石、兄の博彦さん

特別審査部門・奨励賞を受賞しました

各界著名人によるテーブルコーディネートも登場。
写真は黒柳徹子さんの作品

陶房 心和庵（こよりあん）

陶房・心和庵
　双子の陶磁器作家、中里博彦さん（絵

付）、博恒さん（轆轤）が作り出す作品は

現在、注文も受けられないほど評判で、

作陶展では入場整理券が配布されるほ

どの人気です。心和庵は、今月10日まで

開催された「東京ドームテーブルウェ

アフェスティバル2020」のマイセレク

ションコーナーに初出展。限定ながら

も久しぶりに注文を受けるとあって、初

日から長蛇の列ができました。

テーブルウェア
フェスティバル2020
　250以上の販売ブースが出展、毎年約30万人以上が来場す

る日本最大級の器の祭典。著名窯元の作品を直接購入でき

る他、海外ブランドの新作も見られるなど、器好きにはたま

らない催しです。目玉の１つが今年で28回目を迎える「テー

ブルウェア大賞」。テーブルウェアの新しい提案と日本の食

文化発展への寄与をコンセプトに、器のデザイン部門とテー

ブルウェア・コーディネート部門に分かれて競います。

　テーブルウェア・コーディネート部門には、中里ご兄弟の

赤の蛸唐草と黒のミニゴブレットを使ったコーディネート

を出展。器の赤を生かすために黒を効果的に使っています。

特別審査部門はモノトーンのグラデーションで構成。器は、

博恒さん制作のつや消しの黒皿を主役にしました。

今月のOne Pointレッスン
日本の伝統柄「唐獅子牡丹」 　「英国王室が認め愛する味わいをあなたに、そしてあなたの大切な人へ」をコンセプトに1942年創業。エリザベス

女王２世御用達の店としての栄誉を受けたコーヒーと紅茶の専門店です。ブルーレディはグレープフルーツとマ
ロウ、マリーゴールドなどが入ったさわやかな香りの紅茶。夏のウェルカムアイスティーの定番としても人気です。
欧米の結婚式で使われる「Something Four」の１つ、青いものでもあることから結婚のお祝いやちょっとしたギフ
トにもおすすめです。日本では東京・恵比寿と神戸にお店があるそうです。標準小売価格1900円（125ｇ入り）

今月の紅茶「H.R.Higgins Blue Lady」
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大石育子 
インテリアコーディネーター、食空間プランナー、英
国式紅茶インストラクター。日本フィンガーフード協
会認定講師。食空間プロジェクト（ＦＳＰＪ）認定サロ
ン、初級ディプロマ発行校 Atelier de Ikuko New York
主宰。「東京ドーム・テーブルウェアフェスティバル」
特別審査部門で2019、2020年と２年連続入選、2020年、
テーブルウェア・コーディネート部門入選、特別審査
部門・奨励賞受賞。日本クラブカルチャー講座講師。
http://atelierdeikukony.amebaownd.com　

　３月26日から４月１日まで、日本クラ
ブ７階ギャラリーで開催。初日の午後
６時からはレセプションを行います。ま
た、28日（土）には、中里ご兄弟の絵付け
と轆轤の実演を予定しています。両方実
演するのは初めての試み。貴重な機会を
ぜひお見逃しなく。参加無料。申し込み
は、日本 ク ラ ブ（212-581-2223、yhonda@
nipponclub.org）まで。

中里博彦・中里博恒・大石育子作陶展×テーブルコーディネート展
〜SAKURA：三川内（平戸）焼の400年の伝統を現代のライフスタイルに繋ぐ〜

こよりあん


